


生成ＡＩをいかに活用するか

旅
館
の
朝
食
問
題
。何
を

出
す
か
よ
り
誰
が
出
す
か

―７―

信金界

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
拡
大

信
金
中
金
は
セ
ミ
ナ
ー
開
催

宿 泊 業
７月の売上高

前
年
比

％
増
加

総
務
省

調

査

コ
ロ
ナ
禍
前
比
も
増

中小企業の
売 上 Ｄ Ｉ

２
ヵ
月
ぶ
り
に
低
下

日
本
公
庫
調
査

９

月

食
関
連
が
大
幅
減

酒類・飲料が約７割
月の飲食料品値上げ

帝国データ
調 査 品目数は前年下回る

景
気「
緩
や
か
に
回
復
」

前
月
の
判
断
据
え
置
き

９
月
の
月
例
経
済
報
告

宿
泊
業
の
従
事
者
数

コ
ロ
ナ
前
比

％
減

　
父
親
が
会
計
事
務
所
を
経

営
し
て
い
た
の
で
、
事
務
所

に
は
ガ
リ
版
の
印
刷
機
が
あ

っ
た
。鉄
筆
で
原
稿
を
作
り
、

印
刷
す
る
方
法
を
知
っ
た
。

自
分
で
学
校
新
聞
を
発
行

し
、
正
門
で
配
っ
た
小
学
生

時
代
。勉
強
よ
り
も「
情
報
」

の
発
信
が
好
き
だ
っ
た
。
コ

ピ
ー
機
が
出
現
す
る
と
、
世

の
中
か
ら
ガ
リ
版
は
消
失
し

た
。
石
版
印
刷
、
活
版
印
刷

は
浮
世
絵
の
歴
史
も
手
伝
っ

て
日
本
の
文
化
を
支
え
て
き

た
。

　
１
９
６
８
年
、
米
国
留
学

し
た
私
は
驚
い
た
。
既
に
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
一
般
的
と

な
り
、
新
聞
の
求
人
広
告
は

「
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
募
集
」
一

色
だ
っ
た
。
情
報
管
理
社
会

が
構
築
さ
れ
て
い
て
、
日
本

の
時
代
遅
れ
を
痛
感
し
た
。

日
本
で
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
普
及
は
相
当
遅
れ
た
が
、

や
っ
と
追
い
つ
い
た
と
思
う

と
、
ま
た
離
さ
れ
る
と
い
う

鬼
ご
っ
こ
状
態
が
続
い
た
。

Ｉ
Ｔ
の
産
業
化
は
森
喜
朗
総

理
大
臣
の
頃
か
ら
本
格
化
し

た
ゆ
え
、
ま
だ
四
半
世
紀
の

歴
史
し
か
日
本
に
は
な
い
の

だ
。
「
楽
天
」
や
「
Ｄ
ｅ
Ｎ

Ａ
」
が
プ
ロ
野
球
の
球
団
を

持
っ
た
頃
か
ら
、
Ｉ
Ｔ
産
業

の
実
力
を
国
民
が
認
識
す
る

よ
う
に
な
る
。

　
紙
幅
が
な
い
の
で
、
い
き

な
り
生
成
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）

の
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
問
題
へ

と
飛
ぶ
。
社
会
も
大
学
も
、

こ
の
生
成
人
工
知
能
が
急
速

に
普
及
し
た
た
め
、
混
乱
中

で
あ
る
。
猛
ス
ピ
ー
ド
と
い

っ
て
よ
い
普
及
度
、
こ
れ
を

認
め
る
の
か
、
認
め
な
い
の

か
、
法
律
も
ル
ー
ル
も
で
き

て
い
な
い
の
に
、
ど
ん
ど
ん

技
術
も
ソ
フ
ト
も
進
歩
す

る
。
「
情
報
」
が
こ
こ
ま
で

進
む
と
信
じ
が
た
い
問
題
が

生
じ
て
当
然
だ
。

　
か
つ
て
Ａ
Ｉ
の
第
一
人
者

で
あ
る
松
尾
豊
東
大
教
授
と

対
談
し
た
折
、
「
Ａ
Ｉ
が
ど

こ
ま
で
進
歩
し
、
社
会
の
中

で
ど
こ
ま
で
の
役
割
を
果
た

す
か
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
、

Ａ
Ｉ
の
未
来
は
大
き
い
」
と

語
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
数
年

前
の
話
で
あ
っ
た
。
も
う
既

に
、
私
た
ち
は
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
奴
隷
に
な
っ
て
久
し

い
。
ど
こ
へ
行
っ
て
も
人
々

は
、ス
マ
ホ
と
に
ら
め
っ
こ
、

こ
の
習
慣
は
文
字
文
化
で
あ

る
新
聞
や
雑
誌
を
追
放
し
た

ば
か
り
か
、
出
版
文
化
も
駆

逐
す
る
勢
い
、
こ
の
「
生
成

Ａ
Ｉ
」
の
衝
撃
は
大
き
い
。

　
企
業
や
自
治
体
は
ど
う
す

る
の
か
、
教
育
の
現
場
は
ど

う
扱
う
の
か
、
テ
ン
ヤ
ワ
ン

ヤ
で
あ
る
。
は
っ
き
り
し
て

い
る
の
は
、
利
用
者
に
も
リ

ス
ク
が
あ
る
こ
と
。
チ
ャ
ッ

ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
よ
っ
て
、
文
章

や
画
像
を
自
動
で
作
る
生
成

人
工
知
能
を
い
か
に
し
て
活

用
す
る
か
、
き
ち
ん
と
線
引

き
を
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。

　
情
報
漏
え
い
や
著
作
権
侵

害
の
ほ
か
、
メ
リ
ッ
ト
も
あ

る
が
リ
ス
ク
も
あ
る
の
だ
。

会
議
資
料
や
報
告
書
の
作

成
、
自
治
体
に
あ
っ
て
も
有

難
い
に
違
い
な
い
。
書
類
の

文
章
等
も
簡
単
に
作
っ
て
く

れ
る
。
仕
事
が
容
易
に
で
き

る
ば
か
り
か
、
議
員
の
質
問

や
答
弁
ま
で
も
Ａ
Ｉ
に
お
願

い
で
き
る
。

　
先
ご
ろ
、
東
京
都
教
育
委

員
会
は
、
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ

を
巡
っ
て
、宿
題
を
出
す
際
、

生
徒
に
そ
の
回
答
を
提
出
さ

せ
な
い
な
ど
の
留
意
点
を
ま

と
め
た
資
料
を
各
学
校
に
通

知
し
た
。
学
校
教
育
に
お
い

て
は
、
正
解
を
求
め
る
だ
け

で
な
く
、
児
童
・
生
徒
が
自

ら
考
え
る
力
を
育
成
す
る
こ

と
が
重
要
と
し
て
、
Ａ
Ｉ
の

回
答
を
コ
ピ
ー
し
て
提
出
さ

せ
な
い
よ
う
に
し
た
。
思
考

力
の
養
成
こ
そ
が
大
切
で
、

安
易
な
Ａ
Ｉ
の
使
用
に
歯
止

め
を
き
か
せ
よ
う
と
し
た
。

教
育
の
空
洞
化
を
恐
れ
、
危

機
感
を
強
く
も
っ
て
い
る
。

　
中
央
官
庁
や
自
治
体
で

は
、
各
大
学
と
同
様
、
チ
ャ

ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
利
活
用
に
つ

い
て
検
討
が
進
む
。
既
に
利

用
す
る
と
宣
言
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
。
リ
ス
ク
を
伴

う
こ
と
も
頭
に
入
れ
て
、
慎

重
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

著
作
権
や
個
人
情
報
関
連
の

問
題
も
あ
る
が
、
最
も
心
配

な
の
は
ニ
セ
情
報
で
あ
る
。

容
易
に
情
報
を
拡
散
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
そ
の

情
報
が
ニ
セ
で
あ
れ
ば
大
変

な
こ
と
に
な
る
。
利
活
用
は

慎
重
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い

が
、拒
否
す
る
必
要
も
な
い
。

リ
ス
ク
に
つ
い
て
の
知
識
も

求
め
ら
れ
る
が
、
失
敗
ば
か

り
を
恐
れ
て
い
る
と
前
進
し

な
い
。

　
自
治
体
で
の
Ａ
Ｉ
使
用

は
、
論
文
を
書
い
た
り
専
門

的
な
技
術
を
説
明
す
る
も
の

で
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
有
効

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。た
だ
、

地
方
色
や
個
性
を
表
出
さ
せ

る
こ
と
を
考
え
る
と
手
を
加

え
ね
ば
な
ら
な
い
。
手
間
の

か
か
る
仕
事
を
短
時
間
で
終

え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
が
、

メ
リ
ハ
リ
の
き
い
た
独
自
色

を
出
す
こ
と
は
無
理
で
あ

る
。
　

　
Ａ
Ｉ
に
振
り
回
さ
れ
る
の

で
は
な
く
、
常
に
自
分
で
考

え
作
る
人
で
あ
っ
て
ほ
し

い
。
そ
れ
が
能
力
向
上
に
つ

な
が
る
。

　
接
客
サ
ー
ビ
ス
の
現
場
で
起
こ
る
事
象
を
サ
ー
ビ
ス
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
立
場
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
究
の
専
門

家
の
知
見
か
ら
ひ
も
解
い
て
い
き
ま
す
。

　
旅
館
で
は
「
朝
食
に
何
を

出
す
か
」
よ
り
も
、
「
朝
食

は
誰
が
出
す
の
か
」
の
方
が

切
実
な
問
題
で
あ
る
。
と
に

か
く
人
手
が
足
り
な
い
。

　
大
型
観
光
旅
館
で
は
少
な

い
人
員
で
回
せ
る
よ
う
バ
イ

キ
ン
グ
形
式
を
導
入
し
た
も

の
の
、
係
は
料
理
補
充
だ
け

で
手
一
杯
で
顧
客
へ
の
声
掛

け
や
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス

も
ま
ま
な
ら
な
い
。

　
「
ゆ
っ
く
り
お
休
み
に
な

れ
ま
し
た
か
」
「
今
日
は
ど

ち
ら
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
ご
予

定
で
し
ょ
う
か
」
と
い
っ
た

会
話
を
交
わ
す
こ
と
も
な

く
、
料
理
台
を
指
し
示
し

「
ど
う
ぞ
お
好
き
な
も
の
を

お
取
り
く
だ
さ
い
」
と
説
明

す
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、

顧
客
の
前
で
料
理
人
が
オ
ム

レ
ツ
を
作
る
ラ
イ
ブ
キ
ッ
チ

ン
も
以
前
の
よ
う
な
目
新
し

さ
は
消
え
、
も
は
や
人
手
不

足
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
低
下
を

補
う
ほ
ど
の
感
動
や
魅
力
は

な
い
。

　
一
方
、
御
膳
で
朝
食
を
提

供
す
る
中
小
規
模
旅
館
の
人

手
不
足
問
題
は
さ
ら
に
深
刻

だ
。
常
態
化
し
て
い
る
中
抜

け
や
、
た
す
き
掛
け
勤
務
は

従
業
員
の
蓄
積
疲
労
を
引
き

起
こ
し
、
慢
性
的
な
全
身
の

倦
怠

け
ん
た
い

感
や
注
意
力
、
集
中
力

の
低
下
を
招
い
て
い
る
。


時
退
社
、
翌
朝
７
時
出
勤
で

は
自
宅
で
の
滞
在
時
間
は
正

味
８
時
間
程
度
し
か
な
い
。

「
慣
れ
れ
ば
問
題
な
い
か

ら
」
と
詭
弁

き
べ
ん

を
弄ろ

う

し
て
も
睡

眠
時
間
す
ら
取
れ
な
い
の
が

現
実
だ
。
こ
の
勤
務
体
制
が

退
職
の
引
き
金
と
な
っ
て
い

る
事
実
は
否
め
な
い
。

　
も
ち
ろ
ん
旅
館
の
中
に
は

中
抜
け
を
廃
止
し
、
朝
出
勤

の
早
番
と
宿
泊
客
の
到
着
に

合
わ
せ
た
遅
番
の
二
交
代
制

で
回
し
て
い
る
と
こ
ろ
や
、

朝
食
提
供
は
パ
ー
ト
や
ア
ル

バ
イ
ト
ス
タ
ッ
フ
に
任
せ
て

接
客
係
は
お
見
送
り
の
昼
出

勤
と
午
後
出
勤
の
み
に
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
さ
ら

に
最
近
で
は
、
ホ
テ
ル
旅
館

向
け
に
手
作
り
惣
菜
を
一
括

で
調
理
し
、
早
朝
に
納
品
す

る
「
朝
食
デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー

ビ
ス
」
も
登
場
し
て
き
た
。

１
０
０
種
類
以
上
の
メ
ニ
ュ

ー
を
そ
ろ
え
る
ほ
か
、
規
定

ロ
ッ
ト
で
納
品
す
る
「
バ
イ

キ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
」
と
宿
泊

者
数
に
合
わ
せ
て
納
品
す
る

「
定
食
ス
タ
イ
ル
」
を
打
ち

出
す
な
ど
、
ま
さ
に
痛
い
と

こ
ろ
を
突
い
た
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
と
言
え
よ

う
。

　
朝
食
の
提
供
方
法
は
配
膳

ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
な
ど
工
夫

次
第
で
、
ま
だ
ま
だ
や
り
方

は
あ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、

「
宿
の
朝
ご
は
ん
」
は
、
単

に
、
品
数
が
多
い
、
地
の
物

が
食
べ
ら
れ
る
と
い
っ
た
料

理
内
容
に
よ
っ
て
の
み
評
価

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ

こ
に
込
め
ら
れ
た
作
り
手
や

給
仕
を
す
る
人
の
思
い
や
温

か
さ
に
よ
っ
て
価
値
が
決
ま

り
、
ひ
い
て
は
宿
自
体
が

「
も
う
ひ
と
つ
の
わ
が
家
」

へ
と
格
付
け
さ
れ
て
い
く
の

で
あ
る
。

　
レ
イ
・
オ
ル
デ
ン
バ
ー
グ

は
著
書「
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
」

中
で
、
家
（
第
一
の
場
所
）

で
も
職
場
（
第
二
の
場
所
）

で
も
な
い
、
自
分
が
最
も
く

つ
ろ
げ
る
場
所
と
し
て
サ
ー

ド
プ
レ
イ
ス（
第
三
の
場
所
）

の
概
念
を
提
唱
す
る
。
サ
ー

ド
プ
レ
イ
ス
と
は
、
社
会
的

な
身
分
や
職
業
に
関
係
な
く

人
が
集
ま
り
自
然
と
会
話
が

生
ま
れ
る
居
心
地
の
よ
い
場

所
の
こ
と
を
指
す
が
、
具
体

例
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
パ
ブ

や
フ
ラ
ン
ス
の
歩
道
の
カ
フ

ェ
な
ど
を
挙
げ
る
。
ま
た
、

オ
ル
デ
ン
バ
ー
グ
は
サ
ー
ド

プ
レ
イ
ス
に
は
、
そ
こ
に
暮

ら
す
人
と
の
自
然
発
生
的
な

会
話
が
不
可
欠
で
あ
る
と
指

摘
す
る
。

　
そ
こ
で
、
「
も
う
ひ
と
つ

の
わ
が
家
」
を
居
心
地
の
良

い
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
に
す
る

た
め
に
は
、
朝
食
を
係
と
顧

客
が
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
で
会

話
を
楽
し
む
場
と
し
て
新
た

に
位
置
付
け
る
こ
と
が
重
要

に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
そ

の
上
で
、
「
顧
客
と
楽
し
く

会
話
す
る
こ
と
」
を
主
た
る

業
務
と
し
た
朝
食
係
を
近
隣

地
域
限
定
で
募
集
し
て
み
て

は
ど
う
だ
ろ
う
。
朝
食
デ
リ

バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
や
配
膳
ロ

ボ
ッ
ト
を
活
用
す
れ
ば
、
身

体
的
負
担
は
か
な
り
軽
減
さ

れ
、
人
生
経
験
豊
か
な
シ
ニ

ア
層
の
採
用
も
可
能
に
な
る

は
ず
だ
。

　
冒
頭
の
「
朝
食
は
誰
が
出

す
の
か
」
の
解
は
「
地
域
に

住
む
シ
ニ
ア
の
パ
ー
ト
従
業

員
」
。
シ
ニ
ア
の
会
話
力
が

旅
館
朝
食
の
新
た
な
展
開
の

鍵
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
福
島
　
規
子
（
ふ
く
し
ま

・
の
り
こ
）
九
州
国
際
大
学

教
授
・
博
士
（
観
光
学
）
、

オ
フ
ィ
ス
ヴ
ァ
ル
ト
・
サ
ー

ビ
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。

　
　
　
　
　
＝
月
１
回
掲
載

（５） 第３１９３号第３種郵便物認可２０２３年（令和５年）１０月９日（月曜日）

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
は
こ

の
ほ
ど
、
中
小
企
業
景
況
調

査
の
９
月
分
を
公
表
し
た
。

同
月
の
中
小
企
業
の
売
上
Ｄ

Ｉ
は
前
月
比
４
・
８
㌽
減
の

マ
イ
ナ
ス
１
・
８
。
２
カ
月

ぶ
り
に
低
下
す
る
と
と
も
に

マ
イ
ナ
ス
水
準
に
落
ち
込
ん

だ
。
６
の
最
終
需
要
分
野
別

で
は
食
生
活
関
連
が
プ
ラ
ス

水
準
な
が
ら
前
月
か
ら
大
き

く
低
下
し
た
。

　
Ｄ
Ｉ
は
売
り
上
げ
が
前
月

か
ら
増
加
の
企
業
割
合
か
ら

減
少
の
企
業
割
合
を
引
い
た

値
（
季
節
調
整
値
）
。
調
査

は
９
月
中
旬
、
三
大
都
市
圏

の
同
公
庫
取
引
先
９
０
０
社

に
実
施
。
５
７
２
社
か
ら
有

効
回
答
を
得
た
。

　
Ｄ
Ｉ
は
今
年
３
～
６
月
に

４
カ
月
連
続
で
プ
ラ
ス
水
準

と
な
っ
た
が
、
７
月
に
マ
イ

ナ
ス
水
準
に
転
落
。
８
月
に

プ
ラ
ス
水
準
に
回
復
し
た

が
、
９
月
は
再
び
マ
イ
ナ
ス

に
落
ち
込
ん
だ
。

　
最
終
需
要
分
野
別
で
は
食

生
活
関
連
が

・
２
㌽
減
の

０
・
６
。衣
生
活
関
連
が
５
・

７
㌽
減
の
８
・
０
。乗
用
車
関

連
が

・
４
㌽
減
の
１
・
１
。

　
こ
の
ほ
か
設
備
投
資
関

連
、
電
機
・
電
子
関
連
は
マ

イ
ナ
ス
幅
が
縮
小
。
建
設
関

連
は
前
月
の
プ
ラ
ス
水
準
か

ら
マ
イ
ナ
ス
水
準
に
落
ち
込

ん
だ
。

　
売
上
見
通
し
Ｄ
Ｉ
（
今
月

以
降
３
カ
月
間
と
過
去
３
カ

月
の
実
績
比
で
増
加
の
企
業

割
合
か
ら
減
少
の
企
業
割
合

を
引
い
た
値
、季
節
調
整
値
）

は
、
前
月
比
５
・
３
㌽
増
の

５
・
６
。
今
年
３
月
か
ら
７

カ
月
連
続
の
プ
ラ
ス
水
準
と

な
っ
た
。

　
最
終
需
要
分
野
別
で
は
食

生
活
関
連
が

・
２
と
、
前

月
（

・
５
）
か
ら
プ
ラ
ス

幅
が
縮
小
。設
備
投
資
関
連
、

乗
用
車
関
連
は
前
月
の
マ
イ

ナ
ス
水
準
か
ら
プ
ラ
ス
水
準

に
回
復
し
た
。

　
総
務
省
が
こ
の
ほ
ど
公
表

し
た
サ
ー
ビ
ス
産
業
動
向
調

査
の
７
月
分
速
報
で
、
同
月

の
宿
泊
業（
旅
館
・
ホ
テ
ル
、

簡
易
宿
所
、
下
宿
業
）
の
売

上
高
は
前
年
同
月
比

・
２

％
増
の
６
１
４
２
億
４
３
０

０
万
円
と
、

カ
月
連
続
で

増
加
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の

２
０
１
９
年
同
月
比
も

・

５
％
増
と
増
加
し
た
。

　
前
年
同
月
比
は
今
年
１
月

か
ら

・
８
％
増
、

・
４

％
増
、

・
５
％
増
、

・

０
％
増
、

・
９
％
増
、


・
７
％
増
、
・
２
％
増
と
、

全
て

％
以
上
の
２
桁
増
。

　

年
同
月
比
は
今
年
１
月

か
ら
０
・
６
％
増
、
１
・
７

％
増
、

・
２
％
増
、
７
・

０
％
増
、

・
４
％
増
、


・
５
％
増
、
・
５
％
増
と
、

全
て
増
加
。
５
月
か
ら
３
カ

月
連
続
の
２
桁
増
と
な
っ
て

い
る
。

　
サ
ー
ビ
ス
産
業
全
体
は
前

年
同
月
比
４
・
４
％
増
の


兆
４
８
６
２
億
２
千
万
円

と
、
カ
月
連
続
で
増
加
。

年
同
月
比
は
１
・
３
％
減
と
、

２
カ
月
ぶ
り
に
減
少
し
た
。

　
ほ
か
の
業
種
を
見
る
と
、

飲
食
店
が
前
年
同
月
比

・

４
％
増
（

年
同
月
比

・

５
％
減
）
の
１
兆
７
３
１
７

億
９
８
０
０
万
円
。
娯
楽
業

（
映
画
館
、公
園
・
遊
園
地
、

遊
戯
場
な
ど
）
が
同
７
・
８

％
増
（
同
３
・
９
％
減
）
の

２
兆
６
９
９
６
億
８
７
０
０

万
円
。
道
路
旅
客
運
送
業
が

同

・
９
％
増
（
同

・
２

％
減
）
の
２
６
４
９
億
９
３

０
０
万
円
。

　
総
務
省
の
サ
ー
ビ
ス
産
業

動
向
調
査
（
７
月
分
速
報
）

で
、
同
月
の
サ
ー
ビ
ス
産
業

の
う
ち
、
宿
泊
業
の
事
業
従

事
者
数
は
前
年
同
月
比
８
・

５
％
増
の

万
９
２
０
０
人

と
、

カ
月
連
続
で
前
年
同

月
を
上
回
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍

前
の

年
同
月
比
は
０
・
９

％
減
（
６
２
０
０
人
減
）
と

減
少
し
た
。

　
サ
ー
ビ
ス
産
業
全
体
は
前

年
同
月
比
１
・
２
％
増
の
２

９
７
２
万
６
３
０
０
人
。

　
ほ
か
の
業
種
を
見
る
と
、

飲
食
店
が
同
２
・
４
％
増
の

３
９
５
万
６
０
０
人
。
娯
楽

業
が
同
２
・
１
％
増
の

万

７
７
０
０
人
。
道
路
旅
客
運

送
業
が
同
３
・
４
％
減
の


万
３
千
人
。

　
信
用
金
庫
業
界
で
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
へ
の
対
応
が
広
が

り
そ
う
だ
。一
部
の
信
金
は
、

自
治
体
と
の
連
携
や
補
助
金

申
請
な
ど
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘

致
に
向
け
た
体
制
整
備
を
進

め
る
。

　
信
金
中
金
は
９
月

日
、

外
国
人
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
に
向
け
て
、
し
ん
き

ん
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ミ
ッ
ト
と

題
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ

ー
を
開
い
た
。
同
サ
ミ
ッ
ト

の
開
催
は
４
回
目
で
、
信
金

役
職
員
や
取
引
先
観
光
事
業

者
な
ど
約
６
５
０
人
が
参
加

し
た
。

　
日
本
政
府
観
光
局
に
よ
る

と
、
８
月
の
訪
日
外
国
人
旅

行
者
は
２
１
５
万
６
９
０
０

人
。
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
後
に

初
め
て
、
２
０
１
９
年
の
同

月
比
で
８
割
を
上
回
っ
た
。

　
各
信
金
は
地
元
活
性
化
に

向
け
て
、
独
自
の
取
り
組
み

を
進
め
る
。
鶴
岡
信
用
金
庫

（
山
形
県
）
は
８
月
、
同
県

西
川
町
と
包
括
連
携
協
定
を

締
結
し
た
。
同
信
金
が
取
引

先
事
業
者
に
、
観
光
客
誘
致

に
向
け
た
設
備
投
資
の
呼
び

掛
け
な
ど
を
行
う
。
西
川
町

は
、
観
光
庁
が
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
誘
致
を
集
中
支
援
す
る

「
モ
デ
ル
観
光
地
」
に
選
定

さ
れ
る
こ
と
を
目
指
す
。

　
三
島
信
用
金
庫（
静
岡
県
）

は
、
営
業
エ
リ
ア
内
に
あ
る

伊
豆
地
区
温
泉
街
の
事
業
者

を
支
援
。
足
元
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
に
つ
い
て
、
元
気

創
造
部
地
域
未
来
創
造
課
の

坂
本
剛
宏
審
議
役
は
「
平
日

に
修
善
寺
温
泉
周
辺
を
歩
く

観
光
客
は
ほ
と
ん
ど
が
外
国

人
」
と
実
感
を
話
す
。

　
そ
う
し
た
状
況
も
踏
ま
え

て
同
信
金
は
、

月
に
も
グ

ー
グ
ル
マ
ッ
プ
な
ど
か
ら
直

接
、
宿
泊
施
設
を
予
約
で
き

る
シ
ス
テ
ム
環
境
の
整
備
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
。
６
月
に
は

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
回
復
に
向

け
た
観
光
庁
の
補
助
事
業

「
観
光
再
始
動
事
業
」
の
採

択
を
受
け
、

年
度
内
に
同

補
助
金
を
活
用
し
た
取
り
組

み
も
展
開
予
定
だ
。

　
信
金
中
金
の
セ
ミ
ナ
ー
は

「
地
球
に
や
さ
し
い
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
」
が
テ
ー
マ
で
、
世

界
的
に
関
心
の
高
ま
る
「
持

続
的
観
光
（
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
）
」
を
は
じ
め

と
し
た
観
光
の
ト
レ
ン
ド
を

紹
介
。
柴
田
弘
之
理
事
長
は

「
サ
ミ
ッ
ト
が
今
後
の
事
業

展
開
の
一
助
と
な
れ
ば
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
、
公
益
財

団
法
人
・
国
際
金
融
情
報
セ

ン
タ
ー
の
玉
木
林
太
郎
理
事

長
が
「
気
候
変
動
と
ビ
ジ
ネ

ス
」
と
題
し
て
登
壇
。
そ
の

ほ
か
、
西
武
・
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
ズ
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
や

日
本
政
府
観
光
局
の
関
係
者

な
ど
４
人
の
識
者
が
対
談
や

講
演
を
行
っ
た
。

　
（
記
事
提
供
・
日
本
金
融

通
信
社
〈
ニ
ッ
キ
ン
〉
）

　
政
府
は
こ
の
ほ
ど
、
今
年

９
月
の
月
例
経
済
報
告
を
決

定
し
た
。
景
気
の
基
調
判
断

は
「
緩
や
か
に
回
復
し
て
い

る
」
と
、
前
月
の
判
断
を
据

え
置
い
た
。
同
様
の
判
断
は

今
年
５
月
か
ら
５
カ
月
連

続
。

　
個
人
消
費
を
「
持
ち
直
し

て
い
る
」
と
前
月
か
ら
据
え

置
き
。
旅
行
を
「
持
ち
直
し

て
い
る
」
、
外
食
を
「
緩
や

か
に
持
ち
直
し
て
い
る
」
と

し
た
。設
備
投
資
、輸
出
な
ど

も
前
月
か
ら
据
え
置
い
た
。

　
主
要
食
品
メ
ー
カ
ー
１
９

５
社
に
お
け
る

月
の
飲
食

料
品
値
上
げ
は
４
６
３
４
品

目
に
上
る
こ
と
が
帝
国
デ
ー

タ
バ
ン
ク
の
調
査
で
分
か
っ

た
。
単
月
と
し
て
は
年
内
で

３
番
目
、
２
０
２
２
年
以
降

で
は
４
番
目
に
多
い
水
準
と

な
っ
た
。
酒
税
引
き
上
げ
が

影
響
し
た「
第
三
の
ビ
ー
ル
」

な
ど
酒
類
・
飲
料
が
約
７
割

を
占
め
た
。
た
だ
、
前
年
同

月
の
６
割
の
水
準
で
、
３
カ

月
連
続
で
前
年
同
月
を
下
回

っ
た
。

　
同
月
の
値
上
げ
を
品
目
別

に
見
る
と
酒
類
・
飲
料
が
３

１
９
４
品
目
と
最
も
多
く
、

ハ
ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
の

加
工
食
品（
８
９
０
品
目
）、

調
味
料
（
２
０
９
品
目
）
、

菓
子
（
１
７
３
品
目
）
、
原

材
料
（
１
１
８
品
目
）
、
乳

製
品（

品
目
）が
続
い
た
。

　
前
年
同
月
比
は
酒
類
・
飲

料
が

・
５
％
減
と
約
８
割

の
水
準
。
加
工
食
品
は

・

９
％
減
、
調
味
料
は

・
６

％
減
と
大
き
く
減
少
し
た
。

　
菓
子
は
１
・
２
％
増
、
原

材
料
は
１
３
７
５
・
０
％
増
、

乳
製
品
は
４
・
２
％
増
と
そ

れ
ぞ
れ
増
加
し
た
。
菓
子
は

原
材
料
高
の
影
響
を
受
け
て

再
値
上
げ
と
な
っ
た
製
品
が

多
く
見
ら
れ
た
。

　
今
年
通
年
の
値
上
げ
品
目

数
は
、
既
に
実
施
さ
れ
た
も

の
や
今
後
予
定
す
る
も
の
を

含
め
て
累
計
で
３
万
１
８
８

７
品
目
。

年
の
水
準
（
２

万
６
２
３
７
品
目
）
を
大
き

く
上
回
る
。

　
た
だ
値
上
げ
の
勢
い
は
後

退
傾
向
に
あ
り
、
当
初
の
年

間
予
想
の
３
万
５
千
品
目
を

や
や
下
回
る
と
同
社
で
は
見

て
い
る
。


